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1. はじめに 

著者らは，交流および直流電源の高効率連系シ

ステムとして，マトリックスコンバータ（MC）
の出力側にインバータ(INV)を並列接続したデル

タ形連系システムを提案した(1)。しかし，デッド

タイムによる電圧誤差により，連系システムの出

力電圧が低下する問題があった。本論文では，各

変換器にデッドタイム電圧誤差補償を適用し，出

力電圧の低下を改善したので報告する。 
2. 各変換器のデッドタイム電圧誤差補償 

図 1 に示すように，INV においては，上下アー

ム短絡防止用と MC から INV への動作切り換え

時に設けたデッドタイム Td による電圧誤差を補

償する。これらの電圧誤差∆Vinvは，直流電圧 Edc，
基本キャリア周波数 fbasicおよび負荷電流 iloadの方

向で決まり，(1)式で表せる。したがって，これ

らの電圧誤差を補償するためには，(2)式に示す

ように，INV の動作分割比 1-αmcに応じて電圧指

令 vinv**を生成すればよい。 
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MC の制御法には，大中小並び替え方式および

電圧転流方式を用いる。転流時の誤差補償は，各

スイッチのデューティ指令を，直接補償する方式

を適用する(2)。 
一方，INV から MC への動作切り換え時におい

て，常に，MC は 小相電圧 Vminで零電圧ベクト

ルを出力する。したがって，INV の下アームの零

電圧ベクトルを出力する時に動作切り換えを行

えば，デッドタイムを省くことができる。 
3. シミュレーション結果 
図 2 に，デッドタイム誤差補償適用前後の出力

電圧の比較を示す。補償適用後の誤差電圧率は，
全動作分割比の平均で 3.5[%]であり，適用前の
35.4[%]と比較して大幅に改善できた。また，動
作時間分割比αmc=0.8 時の入力電流および出力電
流ひずみ率に着目すると，40 次以下で，それぞ  

 

 
 

 

 
れ 9.7[%]から 2.8[%]，12.7[%]から 2.5[%]に改善
できた。しかし，動作時間分割比が 0.1 および 0.9
の時，電圧誤差の補償量が極端に大きくなり，過
変調になる。したがって，出力電圧の値が目標値
より下回っている。今後，改善方法を検討する。 
なお，本研究は平成 17 年度産業技術研究助成 

事業の支援を受けており，関係者各位に感謝の意
を表します。 
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図１ デッドタイムと誤差電圧の関係 

図２ 誤差補償適用前と適用後の出力電圧の比較 

(a) Connection part of 
INV and MC. 

(b) Behaviors of operation
change. 

(c) Voltage error when INV operates. 
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